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平
成
２３
年
度
の

第
1
回
通
常
総
会

が
６
月
５
日（
日
）

１３
時
か
ら
盛
岡
市

の
ホ
テ
ル
・
ル
イ

ズ
で
開
催
さ
れ
、

県
内
３４
市
町
村
よ

り
、
本
人
出
席
２６

名
、
委
任
状
に
よ

る
代
理
出
席
０
、

書
面
表
決
書
提
出

８
名
の
出
席
を
得

て
、
平
成
２２
年
度

事
業
・
決
算
報
告

や
公
益
認
可
申
請

そ
の
他
の
案
件
審

議
が
な
さ
れ
た
。

　

開
会
に
先
立

ち
、全
員
で
東
日

本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
方
々
へ
の

お
見
舞
い
と
犠
牲

と
な
ら
れ
た
方
々

に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

挨
拶
で
米
澤
慎
悦
会
長

は
「
大
震
災
に
よ
る
困
難

な
状
況
に
あ
る
今
こ
そ
、

全
力
で
子
ど
も
の
笑
顔
づ

く
り
を
合
言
葉
に
し
た
研

修
活
動
の
推
進
と
事
業
安

定
化
に
努
め
て
い
く
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
意
義
が
大
き

い
。
ま
た
公
益
認
可
申
請

に
つ
い
て
審
議
頂
き
、
本

会
の
目
標
達
成
に
向
け
た

事
業
推
進
に
努
め
た
い
。」

と
述
べ
、
２３
年
度
の
活
動

方
針
並
び
に
事
業
見
通
し
を
述

べ
た
。
続
い
て
岩
手
県
教
育
委

員
会
菅
野
洋
樹
教
育
長
、
岩
手

県
市
町
村
教
育
委
員
会
協
議
会

川
村
登
会
長
、
岩
手
県
教
職
員

組
合
豊
巻
浩
也
中
央
執
行
委
員

長
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

議
事
で
は
議
長
に
久
慈
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
の
野
場
秀

輝
氏
を
選
出
し
、
第

1
号
議
案
平
成
２２
年

度
事
業
報
告
、
第
2

号
議
案
２２
年
度
収
支

決
算
が
承
認
さ
れ
た

後
、
第
３
号
議
案
平

成
２３
年
度
役
員
選
出

に
関
す
る
件
が
上
野

理
恵
子
役
員
選
考
委

員
長
の
報
告
ど
お
り

決
定
さ
れ
、
第
４
号

議
案
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

公
益
認
可
申
請
に
関
す
る
審
議

が
行
わ
れ
、
全
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
た
。
な
お
、
平
成
２３
年

度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
は
３

月
の
通
常
総
会
に
お
い
て
承
認

さ
れ
て
い
る
。

平
成
２３
年
度
見
舞
金
給
付
事
業

担
当
者
事
務
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ

日 

時　

 

平
成
２３
年
８
月
９
日
㈫

　
　
　

１３
：
３０
〜
１６
：
００

場 

所　

 

岩
手
県
青
少
年
会
館

　
　
　
（
盛
岡
市
み
た
け
３−

３８−

２０
）

対 

象　

 

見
舞
金
給
付
事
務
担
当
者

又
は
、
学
校
教
職
員
で
参

加
希
望
者

持
参
す
る
も
の

① 

平
成
２３
年
度
版
「
見
舞
金

給
付
の
手
引
き
」

②
電
卓　

③
印
鑑

※
参
加
申
込

　

平
成
２３
年
7
月
２６
日
ま
で
、
別

紙
様
式
に
よ
り
、郵
便
で
申
し
込
み

　

３
月
１１
日
に
起
こ
っ
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
子
ど

も
達
と
会
員
が
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
多
く

の
方
に
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復

興
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と

し
て
、
被
災
地
の
先
生
や
会
長

さ
ん
方
と
連
携
し
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
様
々
な
形
で
長

い
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
し
、
常
に
子
ど
も

た
ち
に
寄
り
添
い
、
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
れ
る
環
境
作
り

に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

経
済
の
低
迷
に
追
い
討
ち
を

か
け
る
よ
う
な
大
震
災
、
少
子

高
齢
化
、
核
家
族
化
、
携
帯
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

の
氾
濫
な
ど
で
も
た
ら
さ
れ
た

生
活
様
式
の
変
化
や
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
。
そ
し
て
、
社
会
全
体

の
規
範
意
識
や
、
家
庭
の
教
育

力
の
低
下
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
相
変
わ

ら
ず
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
震
災
を

き
っ
か
け
に
さ
ら
に
深
ま
っ
た

絆
や
、
感
じ
た
人
の
温
か
さ
、

ひ
と
つ
に
な
ろ
う
と
い
う
人
々

の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

私
た
ち
親
・
大
人
が
ま
ず
手
本

と
な
り
、
行
動
を
示
し
て
い
く

事
で
、
子
ど
も
達
に
夢
と
希
望

を
与
え
る
事
が
で
き
る
と
考
え

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
づ

く
り
の
た
め
に
、
引
き
続
き
親

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を

進
め
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

様
々
な
事
業
を
通
し
て
会
員
の

資
質
向
上
と
大
人
モ
デ
ル
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

手
を
取
り
合
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を

平成 ２３ 年度 第 1回通常総会開催される

Ⅰ事業活動収支の部 単位 : 円
１. 事業活動収入
　基本財産運用収入 ４１5,０６9
　特定資産運用収入 ６４,759
　世帯割会費収入（9０ 円） ８,８８４,5３０
　児童生徒数割会費収入（８００ 円） ８9,9６４,5００
　補助金等収入 １5０,０００
　寄付金収入 ０
　雑収入 7８,４３４
　　事業活動収入計 99,557,２9２
２. 事業活動支出
　事業費支出 ６４,9６８,０３7
　管理費支出 ８,０１１,5１０
　他会計への繰入金支出 ０
　　事業活動支出計 7２,979,5４7
　　事業活動収支差額 ２６,577,7４5
Ⅱ投資活動収支の部
１. 投資活動収入
　特定資産取崩収入 5００,０００
　　投資活動収入計 5００,０００
２. 投資活動支出
　基本財産取得支出 ０
　特定資産取得支出 ２０,０２４,２４３
　固定資産取得支出 ０
　　投資活動支出計 ２０,０２４,２４３
　　投資活動収支差額 △ １9,5２４,２４３
Ⅲ財務活動収支の部
　　財務活動収入計 ０
　　財務活動支出計 ０
　　財務活動収支差額 ０
　　　当期収支差額 7,０5３,5０２
　　　前期繰越収支差額 9３,577,１０7
　　　次期繰越収支差額 １００,６３０,６０9

（注）収支計算書は公益法人会計における ３ 区分の様式により作成
※詳細は単位ＰＴＡ事務局に送付してある平成 ２３ 年度第 １ 回通常
総会議案書をご参照ください。

平成22年度決算のあらまし

米澤　慎悦 会長
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会
長
（
一
名
）米

澤　

慎
悦
氏

（
再
任
）　

　

盛
岡
ブ
ロッ
ク
・
盛
岡
市
Ｐ
連

顧
問・飯
岡
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

 

副
会
長
（
七
名
）

阿
部　
　

誠
氏

（
再
任
）　

　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
・
二
戸
地

区
・
二
戸
地
区
Ｐ
連
会
長

　

・
福
岡
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

鈴
木　

寛
隆
氏

（
新
任
）

　

盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク
・
盛
岡
市
Ｐ

連
副
会
長

　

・
本
宮
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

細
川
由
美
子
氏

（
新
任
）　

　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク
・
岩
手
地

区
・
岩
手
地
区
Ｐ
連
副
会

長
・
南
畑
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

嶽
間
澤
健
一
郎
氏

（
新
任
）　

　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
・
和
賀
地

区
・
和
賀
地
区
Ｐ
連
会
長

　

・
黒
岩
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

千
葉　

弘
之
氏

（
再
任
）

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
・
両
磐
地
区

　

・
藤
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問

大
戸　
　

浩
氏

（
新
任
）

　

第
五
ブ
ロ
ッ
ク
・
宮
古
地
区

　

・
宮
古
市
Ｐ
連
会
長
・
第
一

中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長鈴

木　

祐
子
氏

（
再
任
）

　

県
母
親
委
員
会
委
員
長

　

・
上
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

 

監
事
（
六
名
）

野
場　

秀
輝
氏
（
新
任
）

　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
・
久
慈
地
区

　

・
久
慈
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

清
水　

成
樹
氏
（
新
任
）

盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク
・
盛
岡
市
P

連
監
事

・
岩
大
附
属
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

小
田
中　

威
氏
（
新
任
）

第
二
ブ
ロ
ッ
ク
・
紫
波
地
区

・
上
平
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

池
田　

有
樹
氏
（
新
任
）

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
・
和
賀
地
区

・
湯
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

三
宅　
　

肇
氏
（
新
任
）

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
・
気
仙
地
区

・
大
船
渡
一
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

山
岸　

知
成
氏
（
新
任
）

第
五
ブ
ロ
ッ
ク
・
宮
古
地
区

・
門
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

 

理
事
（
十
三
名
）

北
野
澤　

純
一
氏
（
新
任
）

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
・
久
慈
地
区

・
種
市
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

近
江　

孝
明
氏
（
新
任
）

第
二
ブ
ロ
ッ
ク
・
紫
波
地
区

・
不
動
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

菅
谷　

一
雄
氏
（
新
任
）

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
・
花
巻
地
区

・
東
和
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

箱
崎　

浩
介
氏
（
新
任
）

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
・
胆
江
地
区

・
水
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

伊
藤　

玉
男
氏
（
新
任
）

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
・
両
磐
地
区

・
摺
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

多
田　

裕
一
氏
（
新
任
）

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
・
気
仙
地
区

・
有
住
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

境　
　

隆
広
氏
（
新
任
）

第
五
ブ
ロ
ッ
ク
・
上
閉
伊
地

区
・
大
槌
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

熊
谷　

セ
ツ
子
氏
（
新
任
）

岩
手
県
小
学
校
長
会

・
米
内
小
学
校
長

佐
々
木　
　

篤
氏
（
新
任
）

岩
手
県
中
学
校
長
会

・
玉
山
中
学
校
長

佐
々
木　

一
成
氏
（
再
任
）

岩
手
県
小
中
学
校
副
校
長
会

・
北
厨
川
小
学
校
副
校
長

豊
巻　

浩
也
氏
（
再
任
）

岩
手
県
教
職
員
組
合

・
中
央
執
行
委
員
長

岡
田　

安
生
氏
（
再
任
）

岩
手
県
Ｐ
連
事
務
局
長

・
常
務
理
事

小
森　

資
司
氏
（
再
任
）

岩
手
県
Ｐ
連
事
務
局
次
長

平
成
₂₃
年
度
役
員
紹
介

平
成₂₃

年
度
役
員
紹
介

二戸地区

岩手地区

盛岡地区

紫波地区

花巻地区

和賀地区

胆江地区

両磐地区

気仙地区

上閉伊地区

宮古地区

久慈地区

第１ブロック

第２ブロック

第５ブロック

第４ブロック

第３ブロック

盛岡ブロック

●は、２３年度
「地区事務局」
担当市町村

〜
き
っ
と
見
つ
か
る

 

き
み
の
一
冊
〜

 

県
教
委
生
涯
学
習
文
化
課

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
中
高

生
の
豊
か
な
本
と
の
出
会
い
を
応

援
す
る
た
め
、ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
「
い

わ
て
の
中
高
生
の
た
め
の
お
す
す

め
図
書
１
０
０
選
」（
愛
称
『
い

わ
ひ
ゃ
く
』）
を
作
成
し
、
こ
の

ほ
ど
県
内
全
て
の
中
高
生
に
配

付
し
ま
し
た
。

　

選
書
は
、
県
内
学
識
経
験
者

や
学
校
関
係
者
の
ほ
か
、
中
高

生
も
参
加
し
た
選
書
委
員
会
で

行
い
、
ジ
ャ
ン
ル
も
多
様
で
す
。

ど
ん
な
本
を
読
ん
だ
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
に
は

読
書
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
、

読
書
好
き
の
人
に
は
さ
ら
に
そ

の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
参
考
と

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
図
書
購
入
の
際

の
参
考
、
国
語
の
授
業
の
発
展

図
書
、
読
書
感
想
文
の
た
め
の

お
す
す
め
図
書
、
図
書
委
員
会

の
活
動
資
料
等
、
様
々
な
活
用

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
お
宅
の
『
い
わ

ひ
ゃ
く
』
を
親
子
で
手
に
取
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
震
災
津
波
に
よ
る
流
失
等
に
よ

り
手
元
に
な
い
地
域
（
学
校
）
に

は
、
再
配
付
を
検
討
中
で
す
。



 平成23年7月10日  PTA いわて
4

♳
災
害
義
援
金
の
募
金
活
動

⑴ 

目
的
︙
岩
手
県
内
の
被
災
を

受
け
た
子
ど
も
を
中
心
と
す

る
教
育
関
係
の
支
援
の
た
め

の
募
金

⑵ 

締
切
︙
第
1
次
締
切　

平
成

２３
年
５
月
３１
日

⑶ 

送
金
先
︙
通
常
払
込
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
）

⑷ 

宛
先
︙
市
町
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
・
事
務
局
長

♴ 

災
害
支
援
物
資
の
協
力
要
請

⑴ 

目
的
︙
岩
手
県
内
被
災
地
域

の
小
・
中
学
校
の
教
育
活
動

に
係
る
学
用
品
等
の
支
援
の

た
め
の
物
資
提
供
活
動

⑵ 

期
間
︙
平
成
２３
年
４
月
８
日

〜
⑶ 

各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
内
容

︙
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
学
校
か

ら
の
指
示
に
従
っ
て
協
力
体

制
を
組
み
、
支
援
活
動
に
あ

た
る
。（
県
小
学
校
長
会
・

県
中
学
校
長
会
に
よ
る
「
姉

妹
校
連
携
」
に
よ
る
支
援
体

制
づ
く
り
）

⑷ 

宛
先
︙
市
町
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
・
事
務
局
長
及
び
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
事
務
局
長

 

♵
会
費
徴
収
（
会
費
納
入
免

 　
除
、
締
切
日
の
猶
予
）

⑴ 

東
日
本
大
震
災
被
害
を
受
け

ら
れ
た
会
員
の
皆
様
に
対

し
、
会
費
納
入
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
本
会
の
会
費
（
見

舞
金
納
入
会
費
₈
０
０
円

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
分
9０
円
）
の

納
入
に
つ
い
て
協
議
し
た
結

果
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
会
員
に
対
し
、
会
費
納

入
免
除
が
承
認
さ
れ
た
。

⑵ 

見
舞
金
給
付
会
費
（
児
童
・

生
徒
・
園
児
一
人
₈
０
０

円
）
の
納
入
に
つ
い
て

　

ア 

．
会
費
納
入
、
加
入
申
込

書
の
締
切
日
の
猶
予

　

イ
．
会
費
納
入
の
免
除

⑶ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
（
世
帯
割
一
人

9０
円
）
の
納
入
に
つ
い
て

　

ア
．
会
費
納
入
の
免
除

 
（
４
月
１5
日
臨
時
理
事
会
）

♶
弔
慰
金
支
払

⑴ 

死
亡
さ
れ
た
園
児
・
児
童
・

生
徒
・
会
員
（
保
護
者
・
教

職
員
）
の
皆
様
に
心
よ
り
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
る
。
本
会
「
見
舞
金

給
付
運
営
細
則
」
第
１7
条
に

「
細
則
第
7
条
に
記
載
さ
れ

て
い
る
事
項
に
適
合
し
な
い

も
の
を
含
め
、
別
表
１０
に
示

す
事
項
に
つ
い
て
は
、
見
舞

金
の
給
付
は
行
わ
な
い
。」

と
あ
り
、
免
責
事
項
（
支
払

い
で
き
な
い
傷
害
）
の
一
つ

に
「
地
震
、
噴
火
、
津
波
に

よ
る
も
の
」
と
あ
る
。
故
に

見
舞
金
給
付
事
業
か
ら
の
給

付
は
で
き
な
い
が
、
何
ら
か

の
形
で
弔
意
を
表
す
た
め
と

し
て
了
承
さ
れ
た
。

⑵ 

弔
慰
金
支
払
対
象
者

　

ア 

．
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
死
亡
し
た
児
童
・
生

徒
・
園
児
及
び
会
員
（
保

護
者
・
教
職
員
）

　

※ 

行
方
不
明
者
に
つ
い
て

は
、
死
亡
認
定
さ
れ
た
時

点
で
対
象
者
と
な
る
。

　

但
し
、
平
成
２２
年
度
見

舞
金
給
付
事
業
に
加
入
し

て
い
る
児
童
・
生
徒
・
園

児
及
び
会
員

⑶ 

支
払
金
額

　

ア 

．
児
童
・
生
徒
・
園
児
・

会
員 

一
人　

１０
万
円

⑷ 

支
払
方
法

　

各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
窓
口
に
送

金（５
月
１１
日　

第
1
回
通
常
理

事
会
）

 
♷
被
災
地
域
に
対
す
る
会
費

 　
の
免
除

⑴ 
地
域
全
体
が
被
災
し
て
い
る

と
い
う
捉
え
方
で
地
域
と
い

う
枠
で
の
会
費
免
除
に
つ
い

て
協
議
し
た
結
果
、
次
の
地

域
に
つ
い
て
地
域
単
位
で
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
及
び
見
舞
金
給

付
事
業
会
費
の
免
除
を
実
施

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

ア 

．
免
除
す
る
地
域
は
以
下

の
通
り
。

　

・ 

野
田
村
・
宮
古
市
（
旧

川
井
村
、
旧
新
里
村
を

除
く
）・
山
田
町
・
大
槌

町
・
釜
石
市
・
大
船
渡

市
・
陸
前
高
田
市

　

・ 

岩
泉
町
は
小
本
小
学
校
と

小
本
中
学
校

（
５
月
２5
日　

臨
時
正
・
副
会

長
会
議
）

 

♸
岩
手
県
中
学
校
体
育
連
盟

 　
へ
の
支
援

⑴ 

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
流

失
し
た
岩
手
県
中
学
校
体
育

大
会
の
優
勝
旗
や
優
勝
カ
ッ
プ

　

ア 

．
釜
石
地
区
中
体
連
、気
仙

地
区
中
体
連（
優
勝
旗
１０
、

優
勝
杯
・
準
優
勝
杯
１４
）

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
尊
い
生
命
を
落
と
さ

れ
た
方
々
、
ご
家
族
の
方
々
に
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
未
曾
有
の
震
災
か
ら
の
復
旧
、
復
興

に
向
け
た
力
強
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
々
、
す
べ
て
に
心

か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
３
月
₁₁
日
の
東
日
本
大
震

災
の
発
生
に
対
応
し
た
以
下
の
取
組
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
震
災
か
ら
立
ち
直
り
、
克
服
し
て
い
く
た
め

に
県
や
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
一
日
も
早
い
復

旧
、
復
興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

♹
そ
の
他

⑴ 

全
国
の
県
・
市
町
村
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
か
ら
の
支
援

　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
や

山
口
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等
ま
た

県
内
の
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
見
舞
金

や
義
援
金
が
約
一
、
五
〇
〇
万

円
。
そ
の
他
、
被
災
児
童
生
徒

の
一
時
預
か
り
や
自
動
車
の
提

供
等
の
支
援
が
あ
っ
た
。

 

（
４
月
１9
日
相
川
会
長
来
県
）

　被災地市町村の郵便局が閉鎖や、一
部業務のみの営業となっているところ
があります。
　県Ｐ連や見舞金給付事業関係で振り
込まれたお金の払い出しには、近隣郵
便局でお願いすることになります。営
業郵便局の確認や払い出しについて
は、事前にゆうちょコールセンターに
確認のうえ、手続きを取られるようお
願いします。（「振替口座からの現金払
い出し」と必ず申し出て下さい。）
◎ゆうちょコールセンター
 ₀₁₂₀－₁₀₈－₄₂₀（フリーダイヤル）
◎受付時間
　平　　　　日　₈：₃₀～₂₁：₀₀
　土・日・休日　₉：₀₀～₁₇：₀₀

郵便局の振替口座からの払い出しについて

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

岩
手
県
Ｐ
連
の
取
り
組
み
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岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
６

月
５
日
の
２３
年
度
第
1
回
通
常

総
会
で
、
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
「
定
款
」
変
更
案
（
停
止
条

件
付
き
）（
注
1
）が
承
認
さ
れ
、

２４
年
度
か
ら
の
「
一
般
社
団
法

人
」
を
目
指
す
こ
と
を
正
式
決

定
し
た
。

　

平
成
２０
年
に
「
公
益
法
人
改

革
３
法
」（
一
般
社
団
・
財
団

法
人
法
、
認
定
法
、
整
備
法
）

の
施
行
以
降
、
本
会
は
「
特
例

民
法
法
人
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
が
、
平
成
２5
年
１１
月
ま

で
に
新
た
な
法
人
に
移
行
し
な

け
れ
ば
自
動
的
に
本
会
が
所
有

す
る
財
産
は
類
似
の
目
的
を
有

す
る
団
体
に
寄
付
す
る
こ
と
に

な
る
こ
と
や
見
舞
金
給
付
事
業

の
存
続
を
求
め
る
声
を
生
か
し

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
、「
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
理
事
会
や
正
・
副
会

長
会
議
で
も
検
討
を
重
ね
て
き

た
。
今
回
の
決
議
に
よ
り
、
岩

手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
「
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
青
少
年
教
育
団
体
共
済

法
」
に
よ
り
引
き
続
き
見
舞
金

給
付
事
業
（
注
2
）
や
現
在
の

事
業
継
続
が
可
能
と
な
り
、
現

有
の
財
産
も
今
後
の
事
業
に
活

用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
般

社
団
法
人
と
し
て
の
事
業
開
始

は
平
成
２４
年
４
月
1
日
を
想
定

し
て
い
る
。

（
注
1
）
今
回
、
承
認
さ
れ
た

定
款
に
基
づ
く
一
般
社
団
法

人
と
し
て
行
政
庁
よ
り
認
可

を
受
け
る
時
点
ま
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
定
款
に
付
随
し
て

定
め
ら
れ
て
い
た
諸
規
程
の

効
力
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を

指
す
。

（
注
2
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
年
教

育
団
体
共
済
法
に
基
づ
き
、

名
称
が「
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
済
事
業
」

と
変
更
と
な
る
。

移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１ 

．
申
請
書
類
作
成
前

⑴
公
益
目
的
支
出
計
画
の
策
定

①
公
益
目
的
財
産
額
の
算
定

②
実
施
事
業
等
の
選
定

③
収
支
予
算
書
の
作
成

⑵ 

定
款
変
更
案
、
諸
規
程
整
備

２ 

．
申
請
書
類
作
成
お
よ
び
提

出（
行
政
庁
の
審
査
）⇩（
公

益
等
認
定
委
員
会
諮
問
）
⇩

認
可

３ 

．
移
行
登
記
及
び
事
業
別
区

分
経
理
の
開
始
（
平
成
２４
年

４
月
1
日
を
見
込
む
）

移
行
認
可
プ
ロ
セ
ス

⑴
収
支
予
算
書
作
成

⑵ 

定
款
の
変
更
案
の
作
成
（
諸

規
程
の
整
備
）

⑶ 

申
請
書
の
作
成
後
、
移
行
認

可
を
申
請
（
定
款
の
変
更
案

を
添
付
、
移
行
後
の
役
員
名

簿
添
付
）

⑷ 

移
行
登
記
（
新
定
款
施
行
、

新
役
員
の
就
任
）

⑸ 

事
業
区
分
経
理
の
開
始
（
移

行
登
記
日
か
ら
、
平
成
２０
年

公
益
法
人
会
計
基
準
を
完
全

適
用
）

一
般
社
団
法
人
と
な
る
メ
リ
ッ
ト

１ 

．
公
益
目
的
支
出
計
画
の
完

了
後
は
事
業
活
動
が
自
由
。

　

現
有
財
産
額
を
「
公
益
目
的

支
出
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
毎

年
赤
字
の
公
益
事
業
で
あ
る

「
実
施
事
業
」
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、「
公
益
目
的

支
出
計
画
」
完
了
後
は
事
業
活

動
が
自
由
。

２ 

．
公
益
事
業
で
あ
る
「
実
施

事
業
」
に
つ
い
て
選
択
の
幅

が
広
い
。

　

公
益
法
人
の
場
合
、
認
定
審

査
が
厳
し
い
が
、一般
社
団
法
人

の
場
合
、
実
施
事
業
が
公
益
目

的
に
限
ら
な
い
。
従
来
、
主
務

官
庁
が
公
益
性
が
あ
る
と
認
め

て
き
た「
継
続
事
業
」で
あ
っ
て

も
認
め
ら
れ
る
。

３ 

．
法
人
税
法
上
の
「
収
益
事

業
課
税
」
を
継
続
で
き
る
。

　

法
人
税
法
上
の
一
定
の
要
件

を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
特
例
民

法
法
人
と
ほ
ぼ
同
等
の
収
益
事

業
に
の
み
法
人
税
が
課
税
さ
れ

る
方
式
を
継
続
で
き
る
。
こ
の

場
合
、
事
業
に
関
係
の
な
い
会

費
や
寄
付
金
等
に
は
課
税
さ
れ

な
い
。
た
だ
し
利
子
等
の
源
泉

所
得
税
や
法
人
住
民
税
の
均
等

割
は
、
通
常
は
課
税
さ
れ
る
。

４ 

．
遊
休
財
産
額
の
保
有
制
限
等

　

公
益
法
人
や
財
団
法
人
と
異

な
り
、
遊
休
財
産
額
の
保
有
制

限
や
株
式
の
保
有
制
限
が
な
い
。

５ 
．
理
事
、
監
事
の
資
格
制
限

　

同
一
法
人
の
役
職
員
で
あ
る

も
の
が
、
３
分
の
1
を
超
え
て

も
問
題
は
な
い
。
監
事
に
つ
い

て
も
同
様
。
た
だ
し
、
同
一
親

族
で
あ
る
者
が
３
分
の
1
を
超

え
る
と
収
益
事
業
課
税
の
要
件

に
抵
触
す
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
見
舞
金

 

給
付
事
業
継
続

　
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
年
教
育
団

体
共
済
法
」に
基
づ
い
た「
Ｐ
Ｔ

Ａ
共
済
事
業
」と
し
て
の
出
発

す
る
た
め
、現
在
、岩
手
県
教
育

員
会
の
指
導
、助
言
を
受
け
な

が
ら
共
済
規
程
（
共
済
事
業
方

法
書
・
共
済
約
款
・
算
出
方
法

書
）を
作
成
し
、認
可
申
請
準
備

を
す
す
め
て
い
る
。

　

名
称
も
「
共
済
法
」
に
基
づ

き
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
済
事
業
」
と
変

更
に
な
る
が
、
現
在
の
「
見
舞

金
給
付
事
業
」
で
う
た
わ
れ
て

い
る
事
故
に
対
す
る
補
償
内
容

の
変
更
は
基
本
的
に
な
い
。
ま

た
児
童
・
生
徒
・
園
児
各
1
名

ご
と
に
納
め
て
頂
い
て
い
た
会

費
は
「
世
帯
割
会
費
」
に
変
更

し
、補
償
内
容
の
変
更
は
な
い
。

会
費
額
は
現
行
の
1
名
₈
０
０

円
か
ら
1
世
帯
₆
０
０
円
の
予

定
で
あ
る
。

在
り
方
検
討
委
員
会
︱
︱
︱
︱
︱

松
尾
正
弘
委
員
長
の
談
話

　

公
益
法
人

改
革
３
法
の

施
行
に
伴
い
、

従
来
の
社
団

法
人
は
す
べ
て
新
制
度
に
見

合
っ
た
法
人
へ
と
移
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

当
、
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
発
足
さ
れ
た
「
在
り

方
検
討
委
員
会
」
で
選
出
さ
れ

た
検
討
委
員
と
の
協
議
で
、
最

初
に
取
り
か
か
っ
た
の
が
、
こ

れ
ま
で
の
事
業
の
再
検
討
で
す
。

そ
の
結
果
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関
わ
る

諸
事
業
の
全
て
と
見
舞
金
給
付

事
業
を
今
後
も
継
続
す
る
こ
と

で
意
見
の
統
一
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
上
で
最
も
ふ
さ
わ
し

い
法
人
の
形
態
は
「
一
般
社
団

法
人
」
で
あ
る
と
判
断
致
し
ま

し
た
。一
般
社
団
法
人
へ
移
行
す

る
旨
が
６
月
５
日
の
総
会
で
正

式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
後
は
事
業
の
細
部
に
渡
る

検
討
、
会
費
の
見
直
し
と
平
行

し
て
、
定
款
変
更
や
移
行
登
記

と
い
っ
た
専
門
的
部
分
に
つ
い

て
は
税
理
士
の
工
藤
重
信
氏
に

教
え
を
請
い
な
が
ら
、
平
成
２４

年
４
月
1
日
に
新
法
人
と
し
て

第
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
こ
と
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岩
手
県
Ｐ
連
は「
一
般
社
団
法
人
」の
認
可
申
請
を
し
ま
す
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平
成
２３
年
３
月
６
日
（
土
）、

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
に
お
い
て
平

成
２２
年
度
第
2
回
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
社
団
法
人
で
あ

る
本
会
は
主
務
官
庁
へ
の
新
年

度
事
業
等
の
届
出
を
前
年
度
内

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、事
業
計
画
と
予
算
は
例
年
、

こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
総
会

で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　

総
会
は
定
款
に
定
め

ら
れ
た
正
会
員
３４
名

中
、
本
人
出
席
２２
名
、

委
任
状
０
名
、
書
面
表

決
書
提
出
１２
名
に
よ
っ

て
審
議
が
行
わ
れ
、
議

長
に
久
慈
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
川
又
裕
吉
氏

が
選
出
さ
れ
、
第
1
号

議
案
の
２２
年
度
補
正
予

算
、
第
2
号
議
案
２３
年

度
事
業
計
画
、
第
３
号

議
案
２３
年
度
収
支
予

算
、
第
４
号
議
案
の
一
般
社
団

法
人
移
行
と
見
舞
金
給
付
事
業

の
継
続
を
含
む
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
審

議
が
進
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た

今
後
の
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
費

案
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ

れ
、
方
向
性
が
承
認
さ
れ
、
定

刻
に
至
り
閉
会
し
た
。

平
成
₂₃
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
が
確
定

平
成
22
年
度
第
２
回
通
常
総
会

　

今
年
度
は
、
県
内
₃₄
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
中
学
校
₁₉ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の

計
₅₃
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
応
募
が

あ
っ
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の

作
品
が
入
賞
し
た
。
ま
た
小
学

校
６
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
中
学
校
４
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
小
学
校
の
部
）

最
優
秀
賞　

蘭
梅
（
山
目
小
）

優 

秀
賞　

　

さ
く
ら
だ
い
（
桜
台
小
）

　

み
ど
り
（
緑
が
丘
小
）

優 

良
賞　

　

厨
川
小
（
厨
川
小
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
あ
お
や
ま（
青
山
小
）

　

毘
沙
門
（
杜
陵
小
）

奨 

励
賞　

　
て
ぼ
か
い（
普
代
小
）

（
中
学
校
の
部
）

最 

優
秀
賞　

東
風（
一
関
東
中
）

優 

秀
賞　

　

Ｆ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｕ（
岩
大
附
属
中
）

　

飯
岡
山
（
飯
岡
中
）

優 

良
賞　

八
幡
丘（
宮
古
一
中
）

奨 

励
賞　

猿
ケ
石
川（
綾
織
中
）

《
優
れ
て
い
た
と
こ
ろ
》

・ 

表
紙
を
工
夫
し
た
作
品
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。

・ 

学
校
が
直
面
し
て
い
る
課
題

を
取
り
上
げ
た
記
事
が
み
ら

れ
ま
し
た
。 

・ 

年
間
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
、
毎
号
に
掲
載

し
て
い
る
作
品
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

・ 

地
域
と
の
連
携
を
大

事
に
扱
っ
て
い
る
作

品
も
あ
り
ま
し
た
。

・ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
を

分
析
し
た
内
容
を
掲

載
す
る
な
ど
、
工
夫

　

さ
れ
た
企
画
が
あ
り
ま
し
た
。

《
今
後
に
期
待
す
る
こ
と
》

・ 

表
紙
の
発
行
欄
に
児
童
生
徒

在
籍
数
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
・

職
員
数
を
記
載
す
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。

・ 

1
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
写
真

を
1
〜
2
枚
に
絞
り
記
事
を

構
成
す
る
と
、
内
容
が
さ
ら

に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

・ 

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
協
力
し
て
広
報
紙
を

作
成
す
る
の
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。

︵
審
査
委
員
長

　岩
手
県
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
社
会

教
育
主
事

　久
慈

　孝
︶

Ⅰ事業活動収支の部 単位 : 円
１. 事業活動収入
　基本財産運用収入 5００,０００
　特定資産運用収入 １7,０００
　世帯割会費収入（9０ 円） ８,６８5,０００
　児童生徒数割会費収入（８００ 円） ８7,２００,０００
　補助金等収入 １5０,０００
　寄付金収入 ０
　雑収入 ４８,０００
　　事業活動収入計 9６,６００,０００
２. 事業活動支出
　事業費支出 ８８,95８,０００
　管理費支出 9,８３２,０００
　他会計への繰入金支出 ０
　　事業活動支出計 9８,79０,０００
　　事業活動収支差額 △ ２,１9０,０００
Ⅱ投資活動収支の部
１. 投資活動収入
　特定資産取崩収入 ２００,０００
　　投資活動収入計 ２００,０００
２. 投資活動支出
　基本財産取得支出 ０
　特定資産取得支出 ２,7００,０００
　固定資産取得支出 ２００,０００
　　投資活動支出計 ２,9００,０００
　　投資活動収支差額 △ ２,7００,０００
Ⅲ財務活動収支の部
　　財務活動収入計 ０
　　財務活動支出計 ０
　　財務活動収支差額 ０
Ⅳ予備費支出 ₁︐₀₁₀︐₀₀₀
　　　当期収支差額 △ 5,9００,０００
　　　前期繰越収支差額 9０,０００,０００
　　　次期繰越収支差額 ８４,１００,０００

（注）収支予算書は公益法人会計における ３ 区分の様式により作成
※詳細は単位ＰＴＡ事務局に送付してある平成 ２３ 年度第 １ 回通常
総会議案書をご参照ください。

平成23年度予算のあらまし

兼
「
第
33
回
全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」

第
１
次
審
査
会
の
結
果

「
平
成
23
年
度
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
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「
必
ず
こ
の
故
郷
に
戻
り
、

自
分
も
地
域
の
再
生
・
復
興
を

担
い
た
い—

。」

　

こ
の
数
ヶ
月
、
何
度
そ
う
い

う
青
少
年
の
決
意
が
新
聞
で
伝

え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

無
論
、
今
ま
で
そ
う
い
う
思

い
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
い

な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、皮
肉
な
こ
と
に
、

こ
の
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る

大
地
震
津
波
を
経
て
、
明
日
の

岩
手
を
担
う
べ
き
多
く
の
若
者

た
ち
が
、
尊
い
気
づ
き
と
深
い

思
い
に
辿
り
つ
い
た
の
で
す
。

　

命
と
向
き
合
い
、
生
き
る
意

味
を
極
限
の
状
況
で
問
い
直

し
、
地
域
が
身
を
寄
せ
合
っ
て

支
え
あ
う
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
た
時
、
小
学
生
が
、
中
・
高

校
生
が
、
誰
に
促
さ
れ
る
わ
け

で
も
な
く
自
ら
の
意
思
で
、
自

分
も
何
か
し
な
け
れ
ば
と
動
き

出
し
ま
し
た
。「
協
力
し
た
」

の
で
は
な
く
、
渦
中
の
地
域
住

民
の
一
員
と
し
て
「
担
い
、
支

え
た
」
の
で
す
。

　
「
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
未

来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
の
育

成
」
は
、
今
ま
で
も
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
岩
手
の

重
要
な
教
育
課
題
で
す
。
実
現

の
た
め
の
取
組
は
、
先
達
か
ら

後
進
へ
と
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
を
背
景
に
、
体
験
的
な
活
動

を
中
心
と
し
な
が
ら
、
正
に
そ

の
「
気
づ
き
と
思
い
」
を
獲
得

さ
せ
る
べ
く
、
学
校
だ
け
で
は

な
い
様
々
な
立
場
の
方
々
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、今
回
の
悲
劇
は
、

そ
れ
ら
の
幾
多
の
手
だ
て
を
一

蹴
し
、
い
わ
ば
劇
薬
の
よ
う
な

機
会
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
近
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

端
的
に
は
「
生
き
方
教
育
」
と

言
い
換
え
て
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
独

立
し
た
領
域
で
は
な
く
、
教
育

活
動
全
体
に
関
わ
る
も
の
で
あ

り
、
既
に
小
学
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
社
会

的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
、
必

要
な
能
力
や
態
度
を
育
て
る
こ

と
を
通
し
て
キ
ャ
リ
ア
発
達
を

促
す
教
育
で
あ
り
、
こ
こ
で
い

う
「
キ
ャ
リ
ア
」
と
は
、「
上

級
官
僚
」
で
は
な
く
、「
能
力

や
態
度
を
育
む
経
験
の
積
み
重

ね
」
を
意
味
し
ま
す
。
あ
る
年

齢
に
達
す
る
と
自
然
に
得
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の

発
達
段
階
や
発
達
課
題
の
達
成

と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
主
体
的

に
獲
得
さ
れ
て
い
く
も
の
な
の

で
す
。

　

こ
う
い
う
領
域
が
強
調
さ
れ

る
背
景
に
は
、
失
業
者
の
増
加

な
ど
経
済
的
側
面
の
問
題
が
あ

る
も
の
の
、
ニ
ー
ト
（
若
年
無

業
者
）
の
増
加
や
高
卒
４
割
、

大
卒
３
割
と
い
わ
れ
る
３
年
以

内
の
離
職
率
の
高
さ
な
ど
、
学

校
か
ら
社
会
・
職
業
へ
の
移
行

が
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
な
い
現

状
や
進
路
意
識
・
目
的
意
識
が

希
薄
な
ま
ま
進
学
す
る
者
の
増

加
、
職
業
意
識
の
未
熟
さ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低

下
な
ど
、
社
会
的
・
職
業
的
自

立
に
向
け
て
指
摘
さ
れ
る
課
題

が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
職
業
意
識
や
職
業

観
の
高
ま
り
、
生
き
方
を
考
え

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
従

前
か
ら
学
校
に
お
い
て
も
意
図

的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
も
の

の
、
そ
れ
以
上
に
補
う
形
で
、

地
域
社
会
で
の
生
活
の
中
か
ら

子
ど
も
が
自
ら
気
づ
き
、考
え
、

必
要
な
能
力
は
身
に
付
け
る
よ

う
な
機
能
が
働
い
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

今
、
中
学
校
で
は
、
職
場
体

験
活
動
に
よ
り
、
一
定
の
職
業

や
仕
事
を
窓
口
と
し
な
が
ら
職

業
や
仕
事
を
知
る
機
会
と
し
、

社
会
の
現
実
に
迫
る
取
組
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
高
校
で
は
、

将
来
進
む
可
能
性
の
あ
る
仕
事

や
職
業
に
関
連
す
る
活
動
を
試

行
的
に
体
験
さ
せ
、
そ
れ
を
手

が
か
り
に
社
会
・
職
業
へ
の
移

行
準
備
と
す
べ
く
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
が
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

知
識
だ
け
で
は
足
り
ま
せ

ん
。
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か

ら
な
い
こ
と
、
そ
う
い
う
場
面

に
な
っ
て
初
め
て
気
づ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
そ
の
子
ど
も
の
生
き
方
を
決

定
付
け
る
契
機
と
な
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
今
こ
そ
、
関
係
者
で

力
を
合
わ
せ
、
本
気
で
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。（「
復
興
教
育
」
が
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
防
災
教
育
を
加
え

た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
思
い
ま
す
。）
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
で
も
、
今
ま
で
よ
り
更

に
踏
み
込
ん
で
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

軽
米
町
教
育
委
員
会
は
、
昨

年
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

１８
年
度
か
ら
、
中
学
校
と
町
内

を
中
心
と
し
た
商
工
業
者
や
企

業
等
の
協
力
を
得
て
、
両
者
の

窓
口
役
と
な
り
、
職
場
体
験
学

習
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
継
続
的
に
支
援
し
て
成
果

を
挙
げ
た
こ
と
が
評
価
を
受
け

た
も
の
で
す
。生
徒
や
保
護
者
、

受
け
入
れ
先
企
業
か
ら
、
学
ぶ

こ
と
が
多
く
お
互
い
を
よ
く
知

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
と
い

う
好
意
的
な
反
応
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

盛
岡
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
未
来
図

書
館
と
い
う
団
体
が
あ
り
ま

す
。「
自
分
の
未
来
を
考
え
る

際
の
多
様
な
情
報
を
蓄
え
与
え

て
く
れ
る
図
書
館
」
と
解
す
る

と
、
な
ん
て
素
敵
な
名
前
な
の

だ
ろ
う
と
い
つ
も
感
心
す
る
の

で
す
が
、
同
団
体
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
を
活
動
の
柱
と

し
、
職
業
人
や
企
業
と
学
校
を

つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。
多
彩
な
職
業

人
を
一
堂
に
集
め
、
児
童
や
生

徒
の
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

を
巡
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
直

接
聴
く
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
専
門
部
の
一
つ
に
新

た
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援

部
」
を
置
き
、
学
校
の
ニ
ー
ズ

に
基
づ
い
て
学
校
と
企
業
等
を

つ
な
ぐ
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
）
役
割
を
担
う
と
い
う
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
に
は
、
多
種
多
様
な
職
業

人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
親

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
自
分

た
ち
の
仕
事
を
見
せ
る
と
い
う

の
は
、
お
互
い
に
と
っ
て
こ
の

う
え
な
い
価
値
あ
る
機
会
と
な

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
教
育
の
充
実
は
、
家
庭

や
地
域
の
も
つ
多
様
な
教
育
力

に
よ
る
支
援
の
取
組
無
く
し
て

は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
も
ま
た
、
様
々
な

形
で
生
か
さ
れ
て
こ
そ
高
ま
る

の
だ
と
思
う
の
で
す
。

提　
言

「
今
こ
そ
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の

関
わ
り
を
」

　
　

 

岩
手
県
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
文
化
課

　

生
涯
学
習
担
当
課
長 

佐
藤

　公
一

昭
和
37
年
生
。
安
代
町
五
日

市
小
、
二
戸
市
福
岡
小
、
一

関
市
舞
川
小
を
経
て
平
成
10

年
県
教
委
事
務
局
社
会
教
育

主
事
。
一
関
小
を
経
て
18
年

大
船
渡
市
猪
川
小
教
頭
、
20

年
生
涯
学
習
文
化
課
主
任
社

会
教
育
主
事
、22
年
よ
り
現
職
。

佐
藤
公
一
氏

略
歴
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北
か
ら

南
か
ら

奥州市

特色あるPTA『
わ
が
家
の
ま
な
び
フ
ェ
ス
ト
』で
学
校
大
好
き
・

家
庭
大
好
き
・
地
域
大
好
き
な
国
見
っ
子
を

岩
泉
町
立
国
見
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

家
庭・地
域・学
校
が
一
体
と
な
っ
た
活
動

奥
州
市
立
衣
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

花
巻
市
立
桜
台
小
学
校

　
「
桜
雲
台
」
に
開
校
し
て
33
年

目
の
本
校
は
、
児
童
数
が
７
１
１

名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
が
５
４
８
名

の
大
規
模
校
で
す
。

　

左
上
は
授
業
参
観
、
右
上
は
運

動
会
の
様
子
で
す
。
左
下
は
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
右
下
は
親

子
奉
仕
作
業
の
場
面
で
す
。

　

今
年
も
保
護
者
の
輪
を
広
げ
、

桜
台
っ
子
の
笑
顔
の
た
め
に
、
最

善
を
尽
く
す
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

阿
部
志
郎
）

表
紙
「
写
真
説
明
」

　

本
校
は
、
岩
泉
町
の
中
心
か

ら
約
２８
㎞
離
れ
た
町
の
西
北
端

の
標
高
４
０
０
ｍ
〜
５
０
０
ｍ

に
位
置
し
て
お
り
、
分
教
場
の

時
代
を
含
め
る
と
今
年
で
１
３

４
年
目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
学

校
で
す
。
児
童
数
は
年
々
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
今
年

度
は
６
名
だ
け
と
な
り
ま
し
た

が
、
ど
の
子
も
学
校
が
大
好
き

で
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
元
気

に
徒
歩
通
学
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
分
教
場
か
ら

独
立
校
に
な
っ
た
昭
和
２２
年
か

ら
始
ま
っ
て
お
り
、
私
が
１9
代

目
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
学
校
大
好
き
・

家
庭
大
好
き
・
地
域
大
好
き
な

国
見
っ
子
を
育
む
た
め
に
、『
わ

が
家
の
ま
な
び
フ
ェ
ス
ト
』
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
内
で
子
ど
も

が
「
毎
日
確
実
に
取
り
組
み
実

行
し
て
い
く
」
こ
と
を
保
護
者

と
子
ど
も
と
学
級
担
任
の
３
者

で
話
し
合
い
な
が
ら
決
め
て
、

そ
れ
を
1
年
間
や
り
遂
げ
て
い

く
も
の
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
自
信
や

自
立
の
心
、
家
族
や
地
域
の
一

員
と
し
て
の
所
属
感
な
ど
、
有

形
無
形
の
大
き
な
財
産
を
得
る

こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
達
の
様
子
を
見
て
い

る
と
、
自
ら
の
行
動
や
目
標
を

自
ら
が
選
択
し
決
め
て
実
践
す

る
と
い
う
方
法
の
せ
い
か
、
ど

の
子
も
自
分
の
事
と
し
て
意
識

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
効
果

が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
他
、
他
校
に
誇
れ
る
特

色
あ
る
活
動
と
言
え
ば
、
た
く

さ
ん
の
テ
レ
ビ
局
で
も
取
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
の
で
ご
存
じ

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

保
護
者
と
地
域
民
、
教
職
員
が

鉄
パ
イ
プ
や
コ
ン
パ
ネ
、
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
造
る
『
国
見

小
・
手
づ
く
り
簡
易
プ
ー
ル

（
長
さ
８ 
ｍ･

幅
３
・
５ 

ｍ
）』

が
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
ご
く
少
数
と

な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
や
学
校
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
『
学
校
大

好
き
・
家
庭
大
好
き
・
地
域
大

好
き
』
な
国
見
っ
子
を
育
む
た

め
に
、『
地
域
即
学
校･

大
人

即
教
師
』
を
合
言
葉
に
特
色
あ

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

立
花　

薫
）

　

今
年
度
の
生
徒
数
は
１
０
９

名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
は
１
１
３

名
（
職
員
１４
名
）
で
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
小
規
模
な
中
学
校

で
す
。
し
か
し
、
小
規
模
の
わ

り
に
は
学
区
が
広
く
日
常
的
な

交
流
の
機
会
が
少
な
い
た
め
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
業
や
学
校
、
地
域

の
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
広
報

部
、
研
修
部
、
厚
生
部
、
文
化

部
の
４
つ
の
専
門
部
が
あ
り
、

年
度
当
初
に
企
画
・
立
案
し

た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ど
の
事
業
も
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
を
目
指

し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

広
報
部
は
、
主
に
年
2

回
発
行
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
原
稿
依
頼
な
ど
も
保

護
者
の
方
々
が
中
心
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
研
修
部
は
講
演
会
を
主
催

し
、
昨
年
度
は
腹
話
術
サ
ー
ク

ル
代
表
の
藤
野
静
枝
さ
ん
を
お

招
き
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
講
演
会
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

生
徒
が
一
緒
に
な
っ
て
参
加

し
、
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
の

話
題
を
共
有
し
ま
し
た
。
厚
生

部
は
親
子
早
朝
奉
仕
作
業
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

早
朝
奉
仕
作
業
に
は
、
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
親
子
で
参
加
し

ま
す
。
文
化
部
は
文
化
祭
へ
の

協
力
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。
作
品
展
は
平

成
２０
年
６
月
に
発
生
し
た
岩
手

宮
城
内
陸
地
震
で
、
当
時
の
校

舎
が
被
害
を
受
け
た
た
め
開
催

で
き
な
い
で
い
ま
し
た
。
昨
年

３
年
ぶ
り
で
の
開
催
に
な
り
ま

し
た
が
、
多
数
の
作
品
を
出
品

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
衣
川
の
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
を
願
っ
て
、
家

庭
・
地
域
・
学
校
で
力
を
合
わ

せ
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

常
盤
俊
成
）




